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1．はじめに

　近年の気侯変動および異常気象の発生は，将来の水資源確保という観点からみて不安定な要因として懸念

されている．これに伴い気候変動の定量的解析・予測及び水資源への影響評価は重要な課題となっている．

現在，日本やアジア・太平洋域の降水に影響を与えると考えられているエルニーニョ現象のような各種現象

の指標としてsouthemoscmationIndex（soI），Paci丘cDecadalQscmadonIndex（PDol），NorthPacific　Index（NPI）

などの大気海洋指標が提案されている。しかし，上記の指標の内SQI時系列とその降水への影響評伍莚つい

ては多くの解析例がある1）ものの，その他の指標にっいては比較的近年提案されたものであるため，それら

指標と降水との相関解析例はあまり見受けられない．著者らはこれまでに，SOIをカテゴリー分類すること

により福岡市降水量との間に有意な相関を検出できることを示した1）．本報ではSOIを含めPDOI，NPIを対

象に，福岡市月降水量との相関関係を，移動平均時系列およびカテゴリー分類することにより解析を行った

結果について検討している・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表一1解析対象期間

　SOIはタヒチ（西経149．6度，南緯17．5度）及びダーウィン（東

経130。9度，南緯12．4度）における月平均海面気圧より算出され，

SOIの値が負であればエルニーニョ現象，正であればラニーニ

ャ現象が起こっていると大まかに判断される1）。PDOIは，北太

平洋上の北緯20度より北側の月平均海面温度から全球平均海

面温度を除いたデータについて主成分分析を行い，その第1主成分として算出される2）．またPDOIが正の

値をとっているときの海面温度は北太平洋中央部では通常より低く，太平洋沿岸部では高くなっており，

PDOIが負の値をとっているときは，海面温度が北太平洋中央部では通常より高くなっており，北アメリカ

沿岸部では低い状態となっている．NPIは，北太平洋の東経玉60度から西経140度，北緯30度から65度の

区域内の月平均海面気圧を領域平均することで算出される3）．ここで本研究で用いたデータの解析対象期間

を表一1に示す．SOI，PDOIはほぼ平均0，標準偏差1の正規分布をしているがNPIは気圧データそのもの

であるため負に歪んだ分布となっている．そこでNPIについては月毎に基準化した時系列NPI，を用いて以下

の解析を行った．また福岡市月降水量は三乗根変換して正規化した後，月毎に基準化した降水量R、を用いた乙

なお上記3つの大気海洋指標問の相互相関関係については参考文献4）を参照されたい．

3．大気海洋指標と冒岡市月降水量との相互相関　　　　　　　　　　　　　α6

（1）移動平均時系列に対する相互相関　　　　　　　　　　　　　　　　　α4

解析対象期間

OI 1866年1月～2002年12月

DOI 1900年1月～2002年12月

1 1899年1月～2002年12月
百岡市雨 1890年1月～2002年12月

　まず，SOI，PDOI，NPI、時系列とR、時系列の生データに対し相互相関を

求めたがこれらの間にはほとんど相関は見受けられなかった．そこでこ

れらの時系列を移動平均して相互相関を求めたところ12ヶ月移動平均

に対して図一1のような結果が得られた（この図では大気海洋指標を基

　　　　ド準としてR、12を遅れ時間にとっている）．この図より遅れ時間τ＝一24～24

ヶ月において，PDOI12はR．z12と常に負の相関（τ＝一1～4ヶ，月を除き有意

水準5％で有意）があり，NPI、12の場合は常に正の相関（τ＝1～7ヶ，月を

除き有意水準5％で有意）が見られる。また，SOI12，PDOI1λNPI、12に対し
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それぞれτ凱llJgJ7ヶ月でやや高い（PDOI，NPIについてはτ箭24～24ヶ，月において最大）相関係数

0．20，一〇27，023が得られ，これらの相関係数は有意水準1％で有意である．このことから福岡市降水量がその

約1年半後の大気海洋指標とやや高い相関関係をもっことが分かる．

　（2）大気海洋指標のカテゴリー分類による相互相関

　SOI，PDOI，NPI、の生データをその値の大きさによって，①指標く一2，

②一2≦指標＜一1，③一1≦指標≦1，④1＜指標≦2，⑤2＜指標，の5

っのカテゴリーに分類した．そして，各カテゴリーに対応するデー

タに対してR，を遅れ時間（τ＝0～12ヶ月）にとった場合の相互相関

を図一2（a），（b），（c）に示す．図一2（a）よりSOIは強いラニーニャ

（2〈SOI）のカテゴリーにおいてτ＝4ヶ月で一〇．47（有意水準1％で有

意）とやや強い負の相関を示している（詳しくは参考文献1）を参照）．

また図一2（b）からPDOIはカテゴリー⑤（2＜PDOI）でτ＝0ヶ月に

おいて最大の正の相関0．39（有意水準5％で有意）を示しているが，

その他のカテゴリーについては特に高い相関はみうけられない．図

一2（c）よりNPI、の相関係数は，カテゴリー①（NPI．く一2）でτ＝6ヶ月

において相関係数は一〇．61（有意水準1％で有意）とかなり高い負の

相関を示している。また上記のPDOIとNPIに対し最大の相関を示

した場合の散布図を図一3，図一4に示す．これより，PDOIが大

きくなる程その月が多雨となり，NPI、が小さくなる程その6ヵ月後

に多雨となる傾向が見て取れる．

4．むすび

　本研究ではSOI，PDOI，NPIの3つの大気海洋指標を対象に，移動

平均した場合と，指標をその値の大きさによってカテゴリー分類し

た場合について福岡市月降水量との相互相関解析を行った．その結

果12ヶ月移動平均した三乗根変換基準化降水量は12ヶ月移動平均

した3つの指標と約1年半後にやや高い相関をもつことが見出され

た．また，カテゴリー分類による相関解析により，例えばPDOIが

2より大きくなったとき同じ月の降水が増加する傾向にあり，NPI、

が一2より小さくなった場合はその6ヵ月後の降水は増加する傾向に

あること等，大気海洋指標と福岡市月降水量との間に有意な相関を

見出すことができた．

1）

2）

3）

4）
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